認定資格制度を創設しました
2015年6月7日の第21回総会における承認を得て，包括システムによるロールシャッハ・テスト認定資格（Certificate of Proficiency in the Rorschach Comprehensive System：略称CPCS／シーピクス）の制度を設けることとなりました。

学会設立から20年以上を経て，包括システムによるロールシャッハ・テスト（以下，CS）は様々な領域，場面で用いられるようになりましたが，真に活用されたと言えるのは，CSが心理臨床の中で適切に役立てられ，人々の精神保健や福利に貢献できた場合です。したがって，CSを用いる者には，その基本的なことがらを理解し，習得していることが求められます。本学会ではこれまでも研修活動に力を入れてきましたが，このたびはCPCSの制度を創設し，この課題に取り組んでいきます。

CPCSは，基礎的な施行法とコーディングを習得していることを示すレベル1（CPCS-1），基礎的な解釈を習得していることを示すレベル2（CPCS-2），CSの全体を総合的に教授可能なレベル3（CPCS-3）の3種類から構成されます。
CPCSによりCSの基礎が確実なものとなり，教育や研究の活性化，心理的援助の質の向上，社会貢献につながっていくことを期待します。

まずはレベル１（CPCS-1）の制度整備に取りかかり，順次，レベル2（CPCS-2）及びレベル3（CPCS-3）へと進んでいく予定です。認定に必要な要件や申請の手続きについては，追ってお知らせします。

2015年8月1日
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　包括システムによる日本ロールシャッハ学会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　野田昌道

CPCS（シーピクス）に関するQ＆A　（2015年8月1日現在）
Q1. どのような人に向けた資格でしょうか？
A1. JRSCの会員に向けた資格です。つまり，包括システムによるロールシャッハ・テスト（CS）を臨床現場で使用している実務家を中心に，研究者や教育者のための資格でもあります。

　

Q2．誰でも取れるのでしょうか？

A2．シーピクスの基礎（CPCS-1）を取得するための「基礎研修」はJRSCの会員でなくても受講することができますが，守秘義務を有する対人援助職であること等の条件があります。また，資格申請の際にはJRSCの会員となっている必要があります。詳しくは，規程をご覧ください。
Q3．JRSCの会員向けに，割引料金はありますか？

A3．あります。基礎研修の受講料がどの単位も半額になっています。

Q4．この資格を取らないと大学で包括システムを教えられないのでしょうか？

A4．そのようなことはありません。取りたい方が取る資格です。

Q5．これまでのJRSC主催の初級ワークショップ等への参加歴は，研修歴として考慮されるのでしょうか？
A5．考慮されません。CPCSでは，これまでJRSC主催のワークショップで，必ずしも十分に取り上げられてこなかった内容も含まれますので，改めて基礎研修を受講していただくことになります。
Q6．この資格を取ると，どんなメリットがあるのですか？
A6．この資格を有していれば，包括システムによるロールシャッハ・テスト（CS）を用いた研究論文等において，有資格者であることを記載して，研究データの信頼性を高めることができます。また，英語名称を用意していますので，海外での発表や論文投稿の際に使用することができます。もちろん履歴書に「包括システムによるロールシャッハ・テスト認定資格－基礎（略称：CPCS-1）」を有すると記載することも可能です。
Q7．単位Bにだけ、他の講義と違って最後に確認試験があるようです。この試験に合格しなかったら，認定資格が二度と取れなくなるのでしょうか？
A7．合格しなかった場合，ご希望であれば何度でも基礎研修を受けて試験を受け直すことが可能です。
Q8．CPCS-1を更新するための費用がかかりますか？
A8．かかりません。CPCS-1は更新制の認定資格ではありません。
Q9．今になってなぜ認定資格を作る必要があるのですか？
A9．学会の黎明期から20年以上が経ち，日本語の教科書が入手でき，自主学習が容易になりました。すると逆に，読書することだけでCSができると思い込んでしまう初学者や，我流の認識に基づいてCSを実施している方々が増えたようです。CSで大切なことを身につけ，信頼性の高いデータを得て，臨床実践や研究等を通じて人々の心理支援のために活用していただけるように，今だからこそ，認定資格を創設することにしました。
